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約 50 ns 後に UV プローブレーザーを赤外レーザーと同軸上に導入する。UV プローブレー
ザー波長を固定して蛍光量をモニターしながら IR レーザー波長を掃引することにより、L-
チロシンの S0の IRスペクトルを観測した。















































b1と b2、c1と c2などは、類似したアミノ酸の配向を持ちながら OH 基の配向のみが異なる異
性体であると考えられる。a1、a2 間、b1、b2 間、c1、c2 間それぞれの S1–S0 遷移エネルギーの
差は 31、21、5 cm–1であり、m-フルオロフェノール、m-クロロフェノール、m-クレゾールな




のバンドが他には観測されなかった。図５の IR スペクトルより、d1 はアミノ酸部位の OH
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図４　L-チロシンの UV-UV ホールバーニングスペクトル。
横軸は各異性体のオリジンバンドからの相対波数を表す。
図５　バンド d1をモニターして測定した IR スペ
クトル
